
 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

ご長寿くらぶ だより 
Ｖｏｌ．3４ 

令和 3 年 ３月号 

株式会社 

アーバンアーキテック 

 
 

がんばれ！日本！その時 時代は動いた特集！ 

特集 1２ 幕末において、近代日本の礎を築き、武士から実業家に転身 

三菱財閥を創業し、海運業、鉱業、金融業、倉庫業などで日本資本主義を支えた。 

岩崎弥太郎（1835 年～1885年） 

元土佐藩 藩士 

実業家 三菱財閥の創始者 

 

① 1835年土佐藩の地下（じげ）浪人・岩崎弥次郎の長男として生まれる 

※地下浪人＝土佐藩の武士の身分として最低層 

幼いころはとにかく貧しい生活を強いられる。 

気が強く負けん気旺盛だった。 

 

② 1867年 坂本龍馬の海援隊の影響で、設立された開成館長崎商会は、 

当時公権力頼みの独占的商売で経営悪化していた。武器輸入 藩物産 

販売を行う。その後、岩崎が見事に再建し、三菱創設の資金を得る。 

 

③ 1870年には九十九（つくも）商会という海運業の指揮者になる。 

廃藩置県後 1873年には三菱商会と改名し、新政府の軍需輸送業を 

独占。当時、全国の汽船トン数 73％を三菱が占めていた。 

三菱財閥の基礎がこの時期築かれる。また多角化を進め、日本の様々な業種の礎も気づいた。 

 

④ 1876年。英国、米国の世界最大の海運業者との熾烈なビジネス競争に勝ち、現在でも馴染み

のある「ボーナス」を日本で最初に出したのが、実は三菱だった。社員への温情も厚かった。 

 

 

 

●無駄をなくすということは、口を出して言うのは簡単でも、実行するのは

難しい。 

●自信は成功の秘訣であるが、空想は敗事の源泉である。 

●奉公至誠の念に全て寸時もこれを離るべからず。 

●機会は魚群と同じだ。はまったからといって網を作ろうとするのでは間に

合わぬ 

 

 

岩崎弥太郎の名言 

 

 

 



 

 

 

 

 

   

【今月のご長寿くらぶ お役立ちコラム】 

   

 

大麦、玄米、全粒穀物で内臓脂肪や血糖値改善！！ 

   テレワークなど在宅中心で運動不足の方にお勧め！ 

 

 

 

 

  

 
 コロナ禍で、在宅時間が多くなると、どうしても食生活が 

乱れ、運動不足によるメタボや血圧が気になるところではないでしょうか。 

  

 ひどくなりますと、糖尿病、心血管疾患、がんや脳卒中になりますので、 

食事にも気を使いたいところです。 

 

 数ある食品の中でも、大麦、玄米といった全粒穀物は、上記のような病気の

予防に高い有効性があります。全粒穀物は水溶性食物繊維であり、粘り気の 

ある粘性があるため、胃の中で膨らみ満腹感を与え、食べ過ぎの抑制に 

つながります。 

 

※つまり！ダイエット、血糖値抑制、コレステロール抑制につながるのです！ 

※当社は地域の高齢者の皆様が安心して、老後の生活が送れる健康情報も提供していきます！ 

 

【今月の介護ニュース】  

2020/1/20 付 

   

 

 都内の自治体、高齢者の感染対策徹底  日経２月22日 

 
 

 

 

 

東京都は、2021年度予算案に、特別養護老人ホーム（特養）

などのコロナ感染症対策への補助金を盛り込んだ。 

 

感染疑いの人が出た場合などに備え、ウイルスを室外に出さない 

ようにする陰圧装置の設置に 1台当たり約430万円を助成する。 

 

 高齢者は重症化リスクが高いだけでなく、入院が長期化しやすい 

都内のコロナ入院患者は現在 2,000人程度で、うち約 7割は 

60 代以上だ。 

 

※当社は、おかげさまを持ちまして、70棟介護施設を運営しておりますが、当社スタッフ一丸と 

なって、入居者様のコロナ感染防止対策をしっかりと行っており、感染者を出しておりません。 

 

 


